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論文内容の要旨
【緒言】
　脳卒中患者はリハビリテーションの主疾患の一つであり、帰結予測が重要である。帰結
予測に阻害因子が関係してくるが、阻害因子の変化に着目した研究はあまりない。
【目的】
　我々は、回復期リハビリテーション病棟に入院した脳卒中患者においてFunctional 
Independence Measure（FIM）の入院から2週の変化により、退院時のADLがどう異なって
くるかを検討した。
【対象】
　対象は2004年9月から2017年3月までに当院回復期リハビリテーション病棟に入・退院し
た脳卒中患者5191名である。そのうち、初発、一側性病変で、入院中に再発等のアクシデ
ントが無く、FIM運動項目合計（FIM motor subscore（FIMM））が低下しなかった2636名を
抽出した。これらの患者は週7日練習であるFull-time integrated treatment programを受
けた。
【方法】
　対象者のFIM 18項目を入院時、入院から2週、退院時に測定し、FIMMやFIM認知項目
合計（FIM cognitive subscore（FIMC））を算出した。入院時のFIMM、FIMCのヒストグラ
ムを作成した。さらにFIMM、FIMCを7段階に区分してFIMM7、FIMC7と称した。入院
時と2週時のFIMM7の組合せごとに患者数と、入院時FIMM、退院時FIMM、FIMM利得
（退院時FIMM – 入院時FIMM）、FIMM効率（FIMM利得÷在院日数）の中央値を算出し、
クロス表として記載した。患者数が10名未満のコラムは検討から除外したうえで、それぞ
れ行別、列別にペア毎のWilcoxon検定を行った。続いて、入院時と2週時のFIMC7の組合
せごとに、FIMM7の組合せでの方法とまったく同様に検討した。
【結果】
　最頻値は入院時FIMMが13点で、FIMCは35点であった。FIMM7は入院から2週で改善
がみられなかった患者と比べ、改善した患者のほうが退院時FIMM、FIMM利得、FIMM
効率が有意に高かった。2週時にFIMMが同じ得点範囲であっても、入院時から得点範囲が
変わらなかった患者と比べて、2週で改善してきてその得点範囲になった患者のほうがほと
んどの入院時と2週時のFIMM7の組合せでFIMM利得やFIMM効率が有意に高かった。
FIMC7が2週で改善した患者のほうが退院時FIMM、FIMM利得、FIMM効率が有意に改善
していることが多かった。FIMCが改善してきてある得点範囲になった患者のほうが、そ
のままその得点範囲にいる患者よりFIMM利得とFIMM効率が高い値となった。
【考察】
　入院時のFIMMデータよりも2週時のFIMMデータからの方が、退院時FIMMの傾向を予
測しやすいと考えられた。また2週のFIMM7の改善を2週時に得られる指標に加えること
で、FIMM効率をより正確に予測できる可能性が考えられた。FIMC7が改善してFIMMも
改善した場合の解釈としては、脳浮腫軽減などによる全般症状改善の可能性と、半側視空
間無視など認知阻害因子の影響が軽減したことによるものとが考えられた。
【結語】
　本研究の結果、入院から2週のFIMMやFIMCの改善がみられた患者は、改善がみられな
かった患者と比べて退院時FIMM、FIMM利得、FIMM効率が改善しやすいことが示され
た。
論文審査結果の要旨
　回復期リハビリテーション病棟に入院した脳卒中患者のFunctional Independence 
Measure（FIM）の2週変化が、帰結にどう影響するかが発表された。
　2004年から2017年までに七栗記念病院回復期リハビリテーション病棟に入・退院した初
発一側性脳卒中患者病変で、ADLが悪化しなかった2,636名が対象であった。FIMはFIM運
動項目合計7区分（FIMM7）とFIM認知項目合計7区分（FIMC7）に分けられた。入院時と2週
時のFIMM7得点の組合せごとに該当患者数とアウトカム指標（退院時FIMM、FIMM利得、
FIMM効率）の中央値が計算され、入院時データよりも2週時データの方が退院時FIMMを
予測しやすい、2週のFIMM7改善有無を2週時データに加えるとFIMM効率をより正確に予
測できると説明され、質疑応答の上、委員の納得が得られた。
　FIMC7改善患者の方が帰結良好な理由として、全般症状改善と認知阻害因子の影響軽減
が論じられた。発症から入院までの日数や病型が結果に関連するか等の質疑がなされ、結
果が2週の変化に反映されるであろうとの議論になった。2週時点を選んだ妥当性も認めら
れた。
　以上の検討により、脳卒中患者の回復期リハビリテーション病棟入院時データに加え入
院後2週のデータも用いて帰結を検討することの有用性が明確となったため、本研究は学位
論文として適切であると判断された。
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